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ム
ソ
モ
リ
ス
ク
雑
作
業 

復
員
年
月 

 
 

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
五
日
、
舞
鶴
上

陸 

復
員
後
の
職
歴 

商
店 

ス
ー
パ
ー
経
営
、
現
在
に
至
る 

（
静
岡
県 

熊
谷 

精
一
） 

 

シ
ベ
リ
ア
哀
歌 奈

良
県 

 

川 

端 

真
一
郎 

 
 

 

理
不
尽
に
襲
ふ
や
は
げ
し
北
お
ろ
し 

 

雪
原
を
北
へ
北
へ
と
俘
虜
の
貨
車 

 

容
赦
な
く
シ
ベ
リ
ア
吹
雪
俘
虜
を
打
つ 

 

吐
く
息
の
髭
に
氷
柱
と
な
り
い
た
り 

 

地
吹
雪
や
前
ゆ
く
兵
に
確
か
と

つ蹤
き 

 

呼
び
交
は
す
声
凍
て
つ
け
り
伐
採
林 

 

凍
て
し
樹
の
斧
は
ね
返
す
こ
だ
ま
か
な 

 
凍
て
土
に
戦
友
葬
り
し
日
の
無
口 
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望
郷
の
涙
こ
ら
へ
て
年
迎
ふ 

 

作
業
場
へ
木
沓
の
す
べ
る
雪
解
道 

 

里
人
の
情
け
に
ふ
る
る
雪
間
か
な 

 

春
幾
た
び
帰
国
の
噂
流
れ
て
は 

 

月
お
ぼ
ろ
帰
国
の
う
わ
さ
立
ち
消
え
て 

 

春
愁
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
た
だ
怠
惰 

 

行
く
春
や
軍
歌
に
替
へ
て
労
働
歌 

 

緑
陰
に
寸
時
の
憩
ひ
虜
囚
わ
れ 

 

俘
虜
の
身
の
日
々
の
哀
歓
地
虫
鳴
く 

 

一
片
の
黒
パ
ン
に
露
命
な
が
ら
へ
し 

 

ノ
ル
マ
ー
を
果
し
て
つ
る
べ
落
し
か
な 

 

秋
逝
き
て
明
日
な
き
わ
れ
と
思
ひ
け
り 

 

望
楼
の
月
に
歩
哨
の
影
う
ご
く 

 

飢
餓
に
耐
へ
屈
辱
に
耐
へ
木
の
葉
髪 

 

名
ば
か
り
の
シ
ベ
リ
ア
の
秋
冱
て
き
ざ
す 

 

吹
き
晴
れ
し
夜
や
望
郷
の
寒
す
ば
る 

 

虎
落
笛
地
底
の
戦
友
の
哭
く
声
か 

 

日
向
ぼ
こ
諦
観
の
日
々
重
ね
ゐ
て 

 

長
き
夜
の
夢
ふ
る
さ
と
が
ち
ち
は
は
が 
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夏
霞
む
引
揚
船
の
日
章
旗 

 
帰
国
後
の
生
活
あ
れ
こ
れ
蚊
遣
香 

 

巡
り
来
て
悲
憤
あ
ら
た
や
敗
戦
忌 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

大
正
十
一
年
二
月
十
四
日 

 
 

学 

歴 

在
満
教
務
部
新
京
中
学
校
を
経
て
昭
和
十
五
年
三
月
旅
順

工
科
大
学
技
術
員
養
成
所
機
械
科
を
卒
業 

満
州
合
成
燃
料
株
式
会
社
に
入
社 

 
 

兵 

役 

昭
和
十
八
年
二
月
熱
河
省
承
徳
独
立
守
備
歩
兵
第
一
三
大

隊
に
現
地
入
隊 

昭
和
二
十
年
七
月
歩
兵
第
二
四
〇
連
隊
を
経
て
奉
天
省
遼

陽
歩
兵
第
三
七
二
連
隊
に
転
属 

終
戦
時
陸
軍
少
尉 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
奉
天
に
て
ソ
連
軍
に
よ
り
武

装
解
除 

昭
和
二
十
年
十
一
月
五
日
ソ
連
タ
シ
ケ
ン
ト
地
区
第
五
分

所
に
収
容 

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
七
日
舞
鶴
に
上
陸
復
員 

復
員
後
定
年
ま
で
コ
ス
モ
石
油
㈱
に
勤
務 

現
在｢

俳
句
三
の
丸｣

を
主
宰 （

大
阪
府 

杉
山 

森
一
郎
） 


